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　６月号の主な内容上手に割れるかな？～浜
は ま お

下れ～

（円集落）

６月中～下旬、町内各集落で伝統行事「浜下れ」

が開かれました。地域住民が周辺の海岸やグラ

ウンドなどに集い、舟こぎ競争や運動会などを

展開。老若男女の元気な声が響き渡りました。
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第
39
回
龍
郷
町
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
り
ゅ
う
ゆ
う

館
と
赤
徳
小
中
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
級
に
合
計
15

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
Ａ
級
は
玉
里
、

Ｂ
級
は
下
戸
口
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
各
集
落
か
ら
Ａ
級
８

チ
ー
ム
、
Ｂ
級
７
チ
ー
ム
が
出
場
。

芦
徳
集
落
の
選
手
宣
誓
で
熱
戦
の

火
ぶ
た
を
切
り
ま
し
た
。
選
手
た

ち
は
シ
マ
（
集
落
）
の
活
力
を
支

え
る
〝
女
性
パ
ワ
ー
〟
を
発
揮
し
、

粘
り
の
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
応
援
席

か
ら
も
大
き
な
声
援
が
飛
び
、
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

順
位
と
被
表
彰
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

【
Ａ
級
】
①
玉
里
②
大
勝
Ａ

    　

     
③
中
戸
口
④
手
広

【
Ｂ
級
】
①
下
戸
口
②
龍
郷
Ｂ

　

         

③
川
内
④
瀬
留

【
35
回
出
場
】
新
島　

育
子
（
浦
）

【
25
回
出
場
】前
島　

悦
子（
手
広
）

【
15
回
出
場
】
森　

さ
と
み
（
中

戸
口
）、
里　

恵
津
子
（
大
勝
）、

中
村　

博
代
、
泉　

と
や
子
（
以

上
龍
郷
）

広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

6/2

（日）

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5/25

（土）

　

平
成
25
年
度
龍
郷
町
内
各
学
校
教
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
小
～
中
学
校
と
養

護
学
校
、
町
教
育
委
員
会
の
職
員
が
出
場
。
Ａ
級
は
町
教
育
委

員
会
、
Ｂ
級
は
大
島
養
護
学
校
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
11
チ
ー
ム
が
出
場
。
参
加
者
は
地
域
住
民
や
教
え

子
た
ち
の
温
か
い
声
援
を
受
け
、
好
珍
プ
レ
ー
を
繰
り
出
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
を
通
し
て
連
携
を
一

層
と
深
め
、
体
育
の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

　

順
位
は
次
の
通
り
。

【
Ａ
級
】
①
龍
郷
町
教
育
委
員
会
②
大
島
養
護
学
校
Ｂ
③
赤
徳

                

小
中
学
校

【
Ｂ
級
】
①
大
島
養
護
学
校
Ａ
②
円
・
秋
名
小
③
戸
口
小
学
校

教
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

B 級優勝　大島養護学校Ａ

Ａ級優勝　龍郷町教育委員会

B級優勝　下戸口 Ａ級優勝　玉里

　

龍
郷
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
安

全
で
安
心
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
学
校
や
通
学
路
に
お
け

る
安
全
確
保
を
図
る
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、

窪く
ぼ
し
ま
ま
さ
き
み

島
將
公
さ
ん
（
写
真
右
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

窪
島
さ
ん
は
町
内
各
小
学
校
区

を
巡
回
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
学

路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
気
に
な

る
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ

い
。 ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

　
　

リ
ー
ダ
ー
を
任
命



３　広報たつごう

　
伝統行事「浜

はまお

下れ」盛り上がる～円・屋入・浦・中勝集落～
　６月は各集落で伝統行事「浜下れ」のシーズンを迎えました。この日は円・屋入・浦・
中勝の４集落で開催され、多くの住民でにぎわいまいた。
　円集落は、集落前の海岸でスイカ割りやカラオケなど
を展開＝表紙写真＝。子どもからお年寄りまで多くの人
がゆらい（集まり）、楽しいひと時を過ごしました。
　屋入集落では、河川清掃の直後に公民館で交流会を開
きました。集まった集落住民は汗をぬぐいながら、昔話
や集落の展望などの話題に花を咲かせました。
　浦集落は生活館グラウンド、中勝集落は集落グラウン
ドで運動会を開催。パンくい競争やふーゆ（宝）釣りな
どがあり、会場は笑い声と活気に包まれました。
　「浜下れ」とは、稲の穂が出始めるこの時期に田んぼ
をまわり、害虫のついた穂を取り除いて川や海に流し、
その１年の豊作を祈る祭りとされています。昔から各集
落で舟こぎ競争などが行われており、海のない集落では
高倉に集まり宴を開いていたそうです。今年は６月２３
日が浜下れ開催のピークでした。

6/16

 （日）

　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
建
設
課
と
龍
郷
町
地
域
整
備

課
は
、
平
成
22
～
23
年
に
２
年
連
続
で
浸
水
被
害
の

発
生
し
た
大
美
川
・
戸
口
川
の
河
川
改
修
計
画
に
関

す
る
住
民
説
明
会
を
、
戸
口
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
河
川
拡
幅
や
築
堤
な
ど
の
計
画
及

び
用
地
補
償
へ
の
考
え
方
の
説
明
な
ど
を
行
い
、
地

区
住
民
の
方
々
へ
事
業
に
関
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

河
川
改
修
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　

▽
大
島
支
庁
建
設
部
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
57
‐
７
３
５
７

　
　
　
　
　
　
　

▽
龍
郷
町
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
62
‐
３
１
１
１

5/28

（火）

大
美
川
・
戸
口
川
の

　
　
　
　

河
川
改
修
計
画
説
明
会

浦集落

中勝集落

屋入集落



広報たつごう　４

　防災ガイドは、平成 11 年に発行した防災マップを大幅に見直したも
のです。過去の災害状況をもとに、集落・河川別に記した「浸水実績マップ」

「河川浸水マップ」で河川の氾濫や浸水箇所、冠水や土砂崩れで通行でき
なくなった道路のほか、各地の避難所や津波を想定した海抜などをカラー
で分かりやすく表示しました。そのほか、▽災害の発生原因▽安全な避
難のために▽万一
の応急手当―など
を項目別に紹介し
ています。

　町内全戸のほか、各学校などにも配布。防
災ガイドをもとに各地区で「巡回防災研修会」
も開催し、災害に強い安心・安全なまちづく
りに向けて「助け合って早めの避難をしま
しょう」と、自主防災への活用を呼びかけま
した。
　防災ガイドは、「いざ」というときに慌てずに落ち着いた行動が取れるように作成しました。
非常持ち出し袋と一緒に、常に身近なところに置いて、積極的に活用してください。

「防災ガイド」を活用しよう！～助け合って早めの避難～

　龍郷町は、平成 22 ～ 23 年に２年連続で発生した豪雨で大規模な自然災害が発生し、甚大な
被害を受けました。近年では梅雨時期や台風シーズンに限らず、局地的な大雨をもたらす異常気
象となっています。そこで、過去の災害を教訓に〝自然の脅威〟から身を守り、安全に避難する
ための「防災ガイド」＝左下＝を作成しました。

町
内
全
集
落
を
対
象
に
開
か
れ
た

　

防
災
研
修
会
（
大
勝
・
川
内
集
落
）

　平成 25 年度鹿児島県総合防災訓練が５月 26 日、18 年ぶりに奄美大島で開催されました。龍
郷町では、伊藤祐一郎県知事ら関係者が防災点検を実施。平成 22 ～ 23 年の豪雨災害で氾濫し、
近隣地域に甚大な被害を及ぼした大美川と戸口川を視察し、復旧状況などを確認しました。
　同日午前に奄美市で行われた防災訓練にあわせて、県、奄美市、気象庁などの関係者が訪問。
川畑宏友町長と町担当職員も同行しました。
　戸口川周辺では、県大島支庁職員が被害・復旧状況を説明。早期復旧と今後の災害への備えに
向けて、伊藤知事も地域住民から被災当時の様子や課題などを直接聞き取りました。

鹿児島県総合防災訓練、18 年ぶりに開催

伊藤知事が豪雨被災の戸口集落視察

戸
口
川
沿
い
で
現
状
を
説
明
す
る

川
畑
町
長
（
中
央
左
）

集
落
住
民
か
ら
当
時
の
様
子
な
ど

を
聞
き
取
っ
た
伊
藤
知
事（
中
央
）



５　広報たつごう

第 63回「社会を明るくする運動」
～防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り～

　毎年７月は、社会を明るくする運動強調月間です。社会を明るくする運動は、すべての国民が
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　少年による凶悪事件が増加している背
景には、地域社会や家庭が持っていた犯
罪抑止力や教育力といった「地域力」が
低下してきていると考えられます。家庭
の対話を充実させて家族のきずなを強化
するなど、地域住民が一体となって犯罪
や非行を未然に防ぐための活動を推進
し、明るい社会を築きましょう。

龍郷町保護司会

▽重田さんへ感謝状
　龍郷町の行政相談委員として活動
し、今年３月に退任された重田シオリ
さん＝写真右から２番目＝に、総務
大臣からの感謝状が伝達されました。
　重田さんは平成 11 年４月、総務
庁長官（現総務大臣）から本町担当
の行政相談員に委嘱されました。４
期 14 年にわたり、住民の相談相手と
して行政に対する意見や要望を聞き、
住民生活の向上と行政運営の改善に
努めたほか、行政相談制度の発展に
も尽力された功績が称えられました。
　重田さんは「住民と行政のパイプ
役としてつながることができ、人生
の勉強をさせていただいた」と振り
返り、周囲への感謝の気持ちを表わ
しました。



広報たつごう　６



７　広報たつごう
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広報たつごう　１０



１１　広報たつごう



広報たつごう　１２



　

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
は
、
平
成
25
年
度
の
障
害
者
委
託
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

訓
練
委
託
先
は
奄
美
市
名
瀬
の
奄
美
情
報

処
理
専
門
学
校
。
訓
練
内
容
は
パ
ソ
コ
ン
事

務
科（
３
カ
月
コ
ー
ス
）で
、ワ
ー
プ
ロ（
ワ
ー

ド
）
と
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
の
初
級
程
度
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

▽
応
募
資
格　

身
体
に
障
害
が
あ
り
、
早
期

の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
方
（
定
員
10
名
）

▽
募
集
期
間　

平
成
25
年
７
月
１
～
31
日

▽
願
書
提
出
書
類
お
よ
び
提
出
先　

最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

▽
訓
練
期
間　

平
成
25
年
９
月
３
日
～
11
月

29
日
の
午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
半

▽
訓
練
場
所　

奄
美
振
興
会
館

▽
特
典　

授
業
料
無
料
、
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
ま
た
は
訓
練
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

障
害
者
窓
口
ま
で
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
奄
美
情
報
処
理
専
門
学

校
☎
０
９
９
７
‐
52
‐
６
９
９
９
ま
で
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

等
・
前
後
賞
を
合
わ
せ
て
５
億
円
で
す
。

２
千
万
サ
マ
ー
と
同
時
に
発
売
さ
れ
ま
す
。

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　

３
億
円
×
26
本

　

前
後
賞
各　

１
億
円
×
52
本

　
（
い
ず
れ
も
発
売
総
額
７
８
０
億
円
、
26

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

■
２
千
万
サ
マ
ー

　

１
等　

２
千
万
円
×
４
５
０
本

　
（
発
売
総
額
２
７
０
億
円
、
９
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合
）

■
発
売
期
間

　

７
月
10
日
（
水
）
～
８
月
２
日
（
金
）

■
抽
選
日　
　
　

８
月
13
日
（
火
）

■
支
払
開
始
日　

８
月
19
日
（
月
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。

　
「
き
む
ふ
ぅ
さ
！　

わ
き
ゃ
し
ま
た
つ
ご

う
」
～
み
ん
な
で
助
け
合
い
安
心
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
集
い
～

　

龍
郷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
い

き
い
き
と
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
」
こ

と
を
目
標
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
講
演
会
と
語
り
合
い
の
集
い

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　

２
千
万
サ
マ
ー
も
同
時
発
売

を
開
催
し
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も

あ
り
、
楽
し
い
集
い
と
な
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
い

き
い
き
と
生
活
を
し
、
龍
郷
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
実
践
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
の
語

り
に
耳
を
傾
け
、
今
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！　

多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
：
７
月
16
日
午
後
１
時
～
５
時

　

場
所
：
り
ゅ
う
ゆ
う
館

＊
内
容
の
詳
細
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

＊
ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
８
０
２
０
運
動
」
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
島
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
該
当

さ
れ
る
方
を
対
象
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
：
80
歳
以
上
（
７
月
31
日
現
在
）
で

20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
っ
て
い
る
方

＊
今
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す

申
出
期
間
：
７
月
31
日
（
水
）
ま
で

申
出
窓
口
：
町
保
健
福
祉
課
（
☎
62
‐

３
１
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院
ま

で
。

１３　広報たつごう

　

◆
障
害
者
委
託
訓
練
生
を
募
集

　

◆
「
８
０
２
０
運
動
」

　
　
　
　
　
　

表
彰
者
の
募
集

　

◆
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　

７
月
16
日
に
講
演
会



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
５
月
届
出
】

・
龍
郷
の
重
村
洋
一
さ
ん
か
ら
、
母　

重
村
惠

美
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
瀬
留
の
惠
上
嘉
仁
さ
ん
か
ら
、
母　

惠
上
ヤ

ス
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
川
内
の
福
康
弘
さ
ん
か
ら
、
母　

福
ヱ
ミ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
前
島
秀
一
さ
ん
か
ら
、
母　

中
尾

美
津
子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
５
月
届
出
】

重
村　

惠
美
子

武
島　

憲
志

重
田
ヤ
ス

山
田
ウ
ナ

惠
上
ヤ
ス

福
ヱ
ミ

中
尾　

美
津
子

竹
原　

義
和

（
86
）

（
68
）

（
94
）

（
88
）

（
96
）

（
86
）

（
56
）

（
85
）

龍
郷

下
戸
口

幾
里

秋
名

瀬
留

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木

龍
郷

・
奄
美
市
の
且
武
弘
さ
ん
か
ら
、
母　

且
ハ
ツ
エ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
手
広
集
落
に
金
一
封
。

・
下
戸
口
の
武
島
幸
一
さ
ん
か
ら
、
父　

武
島

憲
志
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
下
戸
口
老
人
ク

ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
川
内
の
福
康
弘
さ
ん
か
ら
、
母　

福
ヱ
ミ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
川
内
集
落
と
川
内
老
人

ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
龍
郷
の
竹
原
ス
エ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

竹
原

義
和
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一

封
。

・
瀬
留
の
積
光
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

積
義
男
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
瀬
留
老
人
ク
ラ
ブ
し
あ

わ
せ
会
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
竹
山
公
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

竹
山

正
人
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
芦
徳
集
落
に
金

一
封
。

・
嘉
渡
の
川
口
美
和
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

川
口

秀
満
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
嘉
渡
集
落
に
金

一
封
。

【
５
月
届
出
】

重
山　

圭けい
ご吾

辺
木　

碧あ
お
と音

松
元　

颯ふう
と斗

榮　
　

聖せ
い
あ空

丸
田
　
夕ゆ
う
と翔

秋
名

安
木
屋
場

中
戸
口

玉
里

安
木
屋
場

保
護
者
名

拓
人

幹
男

友
絵

雅
仁

里
美

広報たつごう　１４

龍郷町の人口
平成 24 年 5 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,987

6,175
　
2,984

3,191

-2
　
+1

+5

-4



７月行事予定表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（月）ダイエット教室   9：00 ～ 中央公民館
2（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
3（水）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 円公民館

4（木）
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 秋名コミュニティセンター

でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

5（金）
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 大勝生活館
キッズクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

6（土）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 中央公民館
7（日）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 〃
8（月）特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 赤尾木公民館

9（火）
特定健診（胃がん検診・大腸がん検診ほか）   8：00 ～ 〃
元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館

10（水）特定健診（スピード健診）・大腸がん検診   8：00 ～ 中勝公民館
11（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
12（金）第 67 回県民体育大会・第 54 回大島地区大会 ～ 14 日まで 奄美群島内各地

16（火）「きむふぅさ！　わきゃしまたつごう」
　　のつどい（講演会、アトラクションなど） 13：00 ～   りゅうゆう館

17（水）
じゃがいも会 13：30 ～ どぅくさぁや館
たつごう家族の会 14：00 ～ 中央公民館

18（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

19（金）
ダイエット教室   9：00 ～ 中央公民館
元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館

23（火）
元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃
第３回子ども博物学士講座 未定 未定（海）
おなかスッキリ運動教室 19：30 ～ どぅくさぁや館

24（水）母子歯科相談 13：30 ～ 〃
25（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
26（金）キッズクラブ 10：00 ～ 〃
27（土）第 40 回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会 ～ 28 日まで 奄美群島内各地
28（日）第 21 回龍郷ふるさと祭   9：00 ～ 玉里漁港、中央グランド
29（月）ダイエット教室   9：00 ～ 中央公民館
30（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
31（水）じゃがいも会 13：30 ～ 〃

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

１５　広報たつごう

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 
 
 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館



広報たつごう　１６

玉黄金
満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

6
月
生
ま
れ

松原　太一
まつばら　 たいち

父 勇太　母 美由紀　中勝

くん山原　 纏
やまはら　 まとい

Ｈ２４. ６. １３　生

父 理志　母 由美　龍郷

ちゃん

◆
◆　

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う　

◆
◆

　

県
で
は
、
世
界
的
に
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
貴
重
な
野
生
生
物
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守

る
た
め
に
「
鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲

し
た
り
、
卵
を
採
取
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
、
海

岸
で
の
光
や
音
の
発
生
や
車
の
海
岸
へ
の
乗
り
入
れ

は
上
陸
・
産
卵
・
ふ
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

身
近
な
自
然
保
護
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
郷
町
役
場
産
業
振
興
課

泰江　珠來夢
やすえ　　　じゅらむ

Ｈ２４. ６. １９　生

父 真太郎  母 ひとみ 玉里

くん碇山　 晃人
いかりやま　あきと

Ｈ２４. ６. ２１　生

父 和也　母 玲子　赤尾木

くん 窪島　美空
くぼしま　　みく

Ｈ２４. ６. ２０　生

父 奨　母 郁未　上戸口

ちゃん

押川　桃子
おしかわ　 ももこ

Ｈ２４. ６.  ３　生

父 英治　母 紀子　手広

ちゃん

伊集院　勇
いじゅういん  いさむ

Ｈ２４. ６. １９　生

父 元気 母 未紗　安木屋場

くん

◆
◆　

 

外
来
植
物
を
駆
除 　

◆
◆

　

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
」
（
キ
ク
科
）
が
各
地
で
咲
い
て
お
り
、

龍
南
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
久
場
～
万
屋
間
の
県
道

沿
い
で
駆
除
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
約

１
時
間
か
け
て
汗
を
流
し
、
龍
郷
町
の
豊
か
な
自
然

を
守
る
た
め
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
米
原
産
。
５
～
７
月
に

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、
町
内
で
も
数
カ
所
で
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
、
外
来
生
物
法
で
は

栽
培
や
運
搬
な
ど
を
禁
じ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合

は
罰
則
が
か
せ
ら
れ
ま
す
。

　

作
業
に
協
力
し
た
環
境
省
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ

ン
タ
ー
で
は
、
奄
美
の
自
然
環
境
を
残
す
た
め
に
駆

除
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

Ｈ２４. ６.  ５　生


